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は  し が  き

東円寺跡 は熊取町役場周辺 に位置す る遺跡で、平安末期 に建立 さ

れた と伝わる寺院跡 とそれを支えた経済基盤である生産集落の遺跡

です。

近年開発の増加 に伴 って、遺跡内での発掘が行われ る機会が多 く

な って きてお ります。

今回 も、記録保存を行 う為に、開発申請者の方の ご理解を得て、

発掘調査を実施 いた しま した。

本書 は平成 2年 に実施 された分譲住宅の建築に伴 う調査 について

まとめて発刊 した ものであ りますが、た とえわずかなりで も文化財

保護 に寄与で きるもの と確信 してお ります。

文末 とな りま したが、現地での調査並びに本書の作成 にご尽力い

ただいた方 々、並びに関係各位 に対 し深 く感謝の意を表 します。

平成 3年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  山 中 長 正



例     言

1.本 書 は熊取町教育委員会が受託事業 と して実施 した株式会社太

陽の分譲住宅建築に伴 う発掘調査の概要報告書である。

2.調 査及び整理 に要 した費用 は、すべて調査原因者である株式会

社太陽の負担によるものである。

3.調 査 は熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井 田匡を担当者 と して

実施 した。

4.調 査の実施 と整理作業 にあた っては池辺吉也、義本哲司、宅野

京子の諸氏の参加を得た。 また、株式会社太陽・ 竹口文化財土木

工業所並びに関係各位 よ り多大な協力を得た明記 して感謝の意を

表 したい。

5。 本書 中の標高は、東京湾平均海水面を基準 とし、方位 について

は、地図以外は磁北を示す もの と した。

6.本 書の執筆・編集は井田がお こな った。
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東円寺跡 査概要・Ⅶ

第 1章 調 査 の 革

発

沿

第 1節  調査 に至 る経過

大阪府泉南郡熊取町大字野 田 2385

-1、 4番地 において、株式会社太陽

が分譲住宅の建築を計画 し、同社代表

取締役常包安紀氏よ り、平成 2年 6月

13日 付で文化庁長官宛の発掘届 出書

と熊取町教育委員会教育長宛の埋蔵文

化財包蔵地の存在確認調査 に伴 う技師

派遣依頼が提出された。

これを受けて熊取町教育委員会では、

申請者 と遺跡の取 り扱 いについて協議

を実施 し、平成 2年 6月 18日 に試掘

調査を実施 したが、良好な遺物包含層を

重要性 に鑑み調査す ることで合意 した。
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第 1図 熊取町の位置
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第 2節  遺跡の位置 と環境

今回の調査地 は、東 円寺跡の南側 に位置 してお り、野田の集落の中で、地形

的には丘陵の縁辺 と中位段丘の接点である。標高はTP+36m前 後 に位置す

る。

東円寺跡の南側を東か ら西に大井 出川 (住 吉川)が流れているが、流域で は

ここ数年 の間に開発の事前調査 によ り遺跡が新規発見 されて いる。現在南北

350m、 東西 750mに 及ぶ範囲を東 円寺跡 と呼称 しているが、調査が更 に

実施 されて、資料が蓄積 され るに従 って、寺院のあ った場所を東 円寺跡 とし、

寺院 と直接関係す る範囲を東円寺遺跡 と してそのほかの範囲は別途の遺跡 とす

ることが望 ま しいと思われ るが、それ は今後の課題である。
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第 2章   東 円寺跡 90年 -2区 の概 要

調査を実施 した地点 は、現状 は宅地で、周辺の地形 は北側が高 く、南側で は

かな り急 に標高を下げている。

貧ジ '

纂

コ ヽ 1 検 出 した主 な遺 構 は溝

(SD-1)を 一条検出 した。

SD-1は 幅 3 0cm前 後で、

深 さ 2 3cmの 時期不明の溝

である。遺構覆土 は暗紫褐

色粘質土である。遺物の出

第 3図 東円寺跡90年 -2区の出土遺物 (1) 土量は少なく、通常の遺物

収納 コンテナ (容量 27.5〃 )に 半分程の量が出土 しただけである。土器な

どの遺物はいずれ も包含層か らの出土であるが、溝の遺物 としてサヌカイ トの

2図  調査区位置図
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第 4図 東円寺跡 90年 -2区 の出土遺物 (2)

未製品が出土 している。図示 し得 た遺物 は全部で 7点 ある。個 々の遺物の詳細

については、遺物の挿図及び観察表を参照願 いたい。

調査地周辺の下野 田の地区では、過去 に数回調査を実施 しているが、状況が

近似 している。共通点についてあげてみ ると、 「遺物包含層が良好 に残 ってい

る。」、 「弥生か ら古墳時代の遺物が出土遺物 に数点混 じる。」等であるが、

これ らの状況 については、いずれなん らか形で解明 しその責を果たすつ もりで

ある。
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遺 物 観 察 表

器

種

法 量

(cm)

図版

番号
形態の特徴 技 法 の 特 徴

胎土 。色調

・焼成
備 考

須
恵
器
一
杯
蓋

口径 122 第 3図

1

・ 口縁は端部で

下垂す る。

。ロクロ調整 胎土―良好

色調一灰色

焼成―良好

包含層出土

土
師
器
　
皿

口径  14.1

底部径 8.9

第 3図

2

体部か ら口縁

にかけて逆の

字状に内湾す

る。

胎土―良好

色調―橙黄色

焼成―良好

包含層出土

瓦
器
　
椀

口径  154 第 3図

3

口縁端部は丸

く、 EEl縁 は外

上方へのび

る。

・ 体部はヨコナデ

・底部はユ ビオサエ

胎土―良好

色調一黒黄色

焼成―良好

・包含層出土

瓦
器
　
小
皿

口径  8.9 第 3図

4

口縁端部は丸

くおさめ られ

ている。

体部 は ヨコナデ 胎上―良好

色調一黒灰色

焼成―良好

包含層出土

土
師
器

小
皿

口径  9.5 第 3図

5

口縁端部は丸

くおさめ られ

ている。

・体部はヨコナデ 胎土 ―良好

色調 ―黄橙色

焼成 ―良好

包含層出土

土
師
器
　
皿

底部径 5.7 第 3図

6

・糸切 りによる

平底を呈す。

。底部糸切 り痕あ り 色調一黄橙色 包含層出土

サ

ヌ

カ

イ

ト

長軸  68
短軸  24

第 4図

7

。端部調節痕あ り 色調 ―灰色 ・ SD-1出 土

-4-



版図



図
版
第

一

調
査
区
遺
構
検
出
状
況

撃
辣結一一磋

ポ

穐

Ｖ
鍛

●
●

笏
憫



図
版
第
二
　
調
査
区
遺
構
検
出
状
況

「

ド すヽ 1摯

誹Ё 藤
, ||

ヽ |■

難 子

ヾ

魃


